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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バイオアナリシスの参入障壁は、2つあると考えております。

1つは市場性、もう1つは人材育成の壁です。



市場性については、専門性が高く大規模な設備投資が必要となる一方で、国内の市場規模は90億円程度と決して大きくなく、大手の参入ターゲットにはなりにくい市場と言えます。



また、人材育成面につきましては、経験を積み高度な分析ノウハウを持つ試験責任者の育成には時間がかかります。GLPで求められる受託体制の整備をするには多くのマンパワーが必要です。



当社の主な事業領域である国内バイオアナリシスはグッド・ニッチの市場と考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、国内バイオアナリシスの市場規模の推移とシェアの状況を示しました。



国内バイオアナリシス市場は徐々に拡大し、現在90億円程度となっていると推計しております。

その中で当社は23％強のトップシェアを占めております。



同業の多くは、大企業の子会社及びその一部門でございます。

バイオアナリシスにほぼ特化しているのは、当社だけでございます。





※３％成長



※Ａ：住化分析センター、Ｂ：三菱化学メディエンス、Ｃ：新日本科学、Ｄ：東レリサーチセンター、Ｅ：積水メディカル
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
受託能力に影響する分析装置の保有台数と、試験責任者数の同業との比較をグラフで表しました。



当社は、LC-MS/MS保有台数、試験責任者数ともに業界トップとなっております。



試験のスピード、信頼性など長年築いてきた大手製薬メーカーとの信頼関係は、継続受注につながります。豊富な受注機会は、試験責任者や担当者が経験を積みノウハウを蓄える機会になります。試験責任者や担当者の能力が上がればより高品質のサービスを提供することができ、製薬メーカーとの信頼の強化につながります。この好循環が当社のトップシェアにつながっていると考えています。
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